
岐阜県技術士会１１月例会メモ 
                   日時：Ｈ2２年１１月６日土 1３：00～16：50   

 場所：岐阜市ハートフルスクエア２F 50会議室 
１ 代表幹事挨拶 田中代表  （22名参加） 
   
２ 会員講演（田中秀和技術士：情報工学部門） 

演題「プロフェッションと倫理綱領を考える」 
・プロフェッションとは何か 
・技術者でも色々な種類がある 科学者・研究者としての技術者 
もの作りの技術者 コンサルティングする技術者 
・12士業との関係  
技術士は建築士とは近いが、はるかに広い領域を持つ 
計画研究まで技術士の領域に入っている 
・弁護士：弁護士職務基本規定 医師 医の倫理綱領  
各学会の倫理綱領 技術士プロフェッション宣言 
・安全 健康 福利  公益性の重視   
継続可能な発展 なども言われ始めた  
技術士倫理綱領  企業の倫理綱領 

・技術士はどこに向かうのか 
・中途半端なプロフェッション 
 業務独占できない 
法や制度の整備が遅れている      

  質疑応答 多数の意見や質問が出された 
 
３ 来賓講演  

「裁判員制度のしくみ」 岐阜地方裁判所 出前講座 
講演者：岐阜地方裁判所刑事部主任書記官 成田聖二様 
 ビデオ上映 約 25分 

「総務部総務課山口六平太 裁判員プロジェクトはじめます」 
 裁判員制度について資料などで丁寧に説明された 

 質疑応答 制度について 10件以上の質問が寄せられた 
 

４．会からのお知らせ 
  ・次回 1月特例会 1月８日(土) ハートフルスクエアＧ大研修室(100名収容) 
    ・新春航空シンポジウムを岐阜県技術士会・中部航空会・中部機械部会の合同で行う 
   「航空産業の過去現在未来」6名の講演を行う予定 会費 1000予定 
  ・新入会員の自己紹介 村松宏剛様（電気電子部門） ビーム計画設計㈱  ⇒ 
 
５．忘年会 17：10～19：30 ぼんぼり寺 （18名参加） 
 
                   


